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トップメッセージ

院長　西 﨑  隆

患者さん一人ひとりに、
人生のベストストーリーを

「人道と博愛」の赤十字精神のもと、地域に根差し、医療発展に尽くして1世紀。松山
赤十字病院は強固なネットワークと最先端医療をベースに、これからも患者さん
一人ひとりに寄り添いながら、“人生のベストストーリー”の提供に努めてまいります。

　赤十字は、アンリー・デュナンが凡そ160年前
に提唱した「人の命を尊重し、苦しみの中にいる
者は、敵味方の区別なく救う」ことを目的とし、
世界192の国と地域で活動する組織です。日本
赤十字社はそのうちの一社です。
 今、世界を見渡せば、ウクライナの戦火による
人道危機、新型コロナウイルスによるパンデミック、
地球温暖化による自然災害の多発、身近なとこ
ろでは、近い将来確実に起こるとされる南海トラ
フ地震と、この激動の時代の中で「人道」を掲げ
る赤十字病院の使命は極めて大きいと感じてお
ります。大きな変革の時代にあって「当院に求め
られていることは何か」を常に考えながら「人道
の赤十字精神」に根ざした医療を提供していき
たいと考えています。
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■基本理念

■基本方針

1. 最適で質の高い医療を提供し、患者に優しい病院を目指します。
2. 多職種によるチーム医療を実践し、安全・安心な医療を提供します。
3. 地域の医療機関、保健・介護・福祉と連携を図り、
　急性期医療・専門医療を実践します。
4. 災害医療、国際救援活動の充実を図り、赤十字事業を推進します。
5. 将来を担う人材の確保と育成に努めます。
6. 一人ひとりが生き生きとし、働ぎがいのある病院を目指します。
7. 健全経営の維持に努めます。

人道、博愛、奉仕の赤十字精神に基づき、
医療を通じて、地域社会に貢献します。



～顔の見える連携から、こころのかよう連携へ～

地域とともに

～地域医療機関との連携の要～
患者支援センター
　当院は、平成9年11月県下初の「地域医療連携
室」を開設、平成17年5月「地域医療支援病院」の承
認を受け、平成30年1月I期開院時（北棟オープン）を
機に「地域医療連携室」を「患者支援センター」と改め、
同年4月から運用を開始しました。
　II期開院（南棟オープン）にあたり、地域医療連携
室、療養支援室、医療相談室、病床管理室からなる
患者支援センターとして組織を強化しています。
　副院長を所長として、副所長3名《第一循環器内
科部長、看護副部長（兼務）、地域医療連携課長
（兼務）》看護師15名、MSW9名、事務10名が従事し
ています。

地域医療連携室
　地域の先生方と当院をつなぐ窓口として、前方連
携・後方連携を担当しています。他院からの紹介に
対して診察や検査等の予約を行うこと、地域の先生
方へ適切な診療情報を提供することが重要な業務
であり、かかりつけ医、地元の医療機関との連携を図
り、当院へ円滑な紹介や逆紹介を進めています。
　また、地域の保健医療福祉従事者対象の症例検
討会や研修会、地域の皆さまへ「地域医療連携
フォーラム」などを開催し、地域への積極的な情報
発信を行っています。
　
療養支援室
　療養支援室は、入退院・外来患者支援など、多職
種チームが包括的に患者の療養を支援しています。
安全に治療が受けられるように入院前から支援を行
い、入院後は、退院調整を含め、安心して転院や地
域に戻れるよう、療養支援ナースと医療ソーシャル
ワーカーが中心となり療養の支援を行っています。
　また、外来患者が地域における療養生活を安心
して送れるよう支援しています。

医療相談室
　医療相談室は、がん・認知症・褥瘡・排泄ケアをは
じめ、医療に関わるあらゆる相談について、がん相談
員、認知症看護認定看護師、皮膚・排泄ケア認定看
護師、療養支援ナース、医療ソーシャルワーカーなど
が専門的に対応しています。

病床管理室
　病床管理室は、院内外の各部門間で情報共有と
協力体制を構築し、より効率的なベッドコントロール
を行い、地域の医療機関との連携を強化しています。

患者の皆さまに良質で温もりのある医療を提供し、
地域から信頼され、愛される病院を目指し、
歩み続けてまいります。
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患者支援センターの組織図

所長

副所長

療養支援室
（入退院・外来患者支援）

医療相談室
（がん・認知症・褥瘡・排泄ケア等）

入院支援

退院支援

外来患者支援

病床管理
■介護保険
■転院・在宅療養

医療福祉相談
（紹介・逆紹介）
地域連携

■がん  ■認知症
■褥瘡  排泄ケア

専門相談

地域医療連携室 病床管理室

療養支援カンファレンス

入院支援



～人に寄り添い、人を育てる医療～

人とともに
患者さん一人ひとりの立場に立ち、
日常生活への早期復帰に向け、
チーム内のスタッフ全員で、
最適な診療に取り組んでまいります。

～妊娠・出産から思春期までケアを～
成育医療
　2004年7月、産科・小児科・小児外科の機能的連
携を強化し、地方病院としては全国初となる「成育
医療センター」を開設しました。成育医療とは、胎児
期から思春期まで一貫して子どもとそのご家族を医
療・保健・心理の面から支援することです。地域の医
療機関や松山市子ども総合相談センター、愛媛県
福祉総合支援センター、学校などと連携を取り、こ
れまでの医療の範囲を越えて、妊娠中から成人にな
るまで子どもの成育をサポートしています。
　“つながること、続けること、みんなで見守ること”を
キーワードに掲げ、今後も成育医療のさらなる発
展に努めています。

～職種の垣根を越えた医療体制～
多職種協働
　当院では職種の垣根を越えて多職種が集まり、
チームとして各々が持つ高い専門性を存分に発揮
できる体制を整えています。医療現場では患者さん
の早期社会復帰に向け、チーム医療の実践により
安全・安心で良質な医療を提供しています。
　また、業務外においてもクラブ活動などにより、多
職種がスポーツや趣味を通じてより一層の交流を
深めています。
　このような多職種協働が、当院の特徴の一つであ
る「全職員参加型の病院運営」を実現する上で重要
な要素となっており、当院の組織文化として根付い
ています。

～地域医療に貢献できる医療人を育成～
教育研修
　当院では「将来を担う人材の確保と育成に努め
る」という基本方針のもと、「常に学習する組織」を目
指しています。「地域医療を支える人材の育成」と「医
療人に選ばれる病院」と「働きやすい病院づくり」をビ
ジョンに掲げ、多職種協働による教育研修の質向上
に取り組んでいます。また、職員個々人が目指すべき
「未来の自分」に一歩ずつ近づけるよう、医療環境
の変化に合わせた様 な々研修プログラムを通して、次
代を担う医療人を育成しています。
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～時代と向き合い、命を救う最先端医療～

時代とともに
愛媛医療圏の基幹病院として、
あらゆる医療現場の最前線に挑み、
最新の医療技術を駆使して、
皆さまの命を守り続けてまいります。

～複数の専門家が諸問題に対応～
がん診療
　地域がん診療連携拠点病院である当院はチーム
医療による質の高いがん医療を目指し、2011年4月
に「がん診療推進室」を設置しました。また、2020年
にはがんゲノム医療連携病院に指定されています。
がん治療は日々進歩しており、最新の科学的根拠に
基づいた医療（EBM）を選択することで、医学的に最
良の結果を得ることができます。
　一方で、がんは種類や進行度によりそれぞれ適し
ている治療が異なるため、各分野を専門とする複数
の医師・医療スタッフが協力して治療に当たることが
求められます。さらに治療だけでなく、痛みや吐き気
などの苦痛緩和、医療費・社会的な問題の解決、気
分の落ち込みや悩みの相談、自宅で生活を継続す
るための支援など「包括的がん医療」が必要です。
　質の高いがん医療の実現には、医師のみならず
看護師、薬剤師、MSW、管理栄養士、公認心理師な
どの多職種によって「患者さんを中心に」個々に合わ
せた最良のチーム医療を行うことが重要です。「がん
診療推進室」は各職種の専門家を参集し、診断・治
療法に難渋する症例に対して治療方針を検討する
会議「キャンサーボード」を定期的に開催するなど、
高いレベルの「包括的がん医療」の具現化に向けて
活動しています。

～世界中で赤十字の使命を全う～
災害医療
　救護活動は赤十字の使命であり、大規模災害時
の活動内容は被災者の救護活動から公衆衛生活
動まで多岐に渡ります。阪神淡路大震災、新潟中越
地震での救護活動や2011年3月に発生した東日本
大震災では100名、熊本地震では55名の救護員等が
被災地へ向かい、救護班やこころのケア要員として
活動しました。活動範囲は国内はもとより海外まで
及び、国際救護活動は1980年6月からこれまでに9カ
国を数えます。
　また、当院は災害拠点病院に指定されており、日
頃から訓練を積み重ね、救護活動のノウハウを研鑽
しています。2013年には災害対応能力の習得・向上
を目指し、院内での救護員認定研修プログラムを立
ち上げ、多くの救護員を養成しています。
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施設概要

研修施設および認定施設 【学会認定医制度に基づく研修教育施設】

その他認定施設

名　　　称／松山赤十字病院 
所　在　地／愛媛県松山市文京町1番地
開　設　者／日本赤十字社 
開設年月日／1913（大正2）年4月1日 
病 院 長 名／西﨑  隆 
敷 地 面 積／26,165.32㎡ 
許可病床数／585床（一般582床、感染症3床）

日本内科学会認定内科専門医教育病院
日本糖尿病学会認定教育施設
日本血液学会認定血液研修施設
日本感染症学会認定研修施設
日本高血圧学会専門医認定施設
日本肝臓学会認定施設
日本透析医学会専門医制度に基づく認定施設
日本腎臓学会認定教育施設
日本消化器内視鏡学会指導施設
日本消化器病学会専門医制度による認定施設
日本消化管学会胃腸科指導施設
日本循環器学会認定循環器専門医研修施設 
心臓血管外科専門医認定機構規則に規程する基幹施設 
日本呼吸器学会認定施設
日本呼吸器内視鏡学会関連認定施設
呼吸器外科専門医合同委員会認定専門研修連携施設
日本外科学会専門医制度修練施設
日本肝胆膵外科学会認定肝胆膵外科高度技能専門医修練施設Ａ
日本消化器外科学会専門医修練施設
日本脈管学会認定研修指定施設
腹部大動脈瘤ステントグラフト実施基準による血管内治療の実施施設
胸部大動脈瘤ステントグラフト実施基準による血管内治療の実施施設
日本乳癌学会認定医・専門医制度規則による認定施設
日本がん治療認定医機構認定研修施設
日本臨床腫瘍学会認定研修施設
日本緩和医療学会認定研修施設
日本脳神経外科学会専門研修プログラム連携施設
日本脳卒中学会専門医認定制度による研修教育施設
日本神経学会専門医制度における准教育施設
日本老年医学会認定施設 
日本整形外科学会専門医制度による研修施設
日本手外科学会認定手外科専門医制度による基幹研修施設
小児科専門医研修施設
小児科専門医研修支援施設
日本周産期・新生児医学会暫定研修施設
日本産科婦人科学会専門医制度専攻医指導施設（総合型）
日本認知症学会専門医教育施設

職員数（令和4年4月1日現在）
医師／214名　医療技術者／204名　看護師／792名　事務職員／270名
その他職員／84名　合計／1,564名

診療科目（34診療科）／ 
血液内科、糖尿病・内分泌内科、高血圧内科、総合内科、肝胆膵内科、腎臓内科、
脳神経内科、呼吸器内科、循環器内科、消化管内科、精神科・心療内科、外科、
乳腺外科、血管外科、臨床腫瘍科、呼吸器外科、心臓血管外科、脳神経外科、
小児外科、麻酔科、小児科、産婦人科、整形外科、リウマチ科、リハビリテーション科、
皮膚科、形成外科、耳鼻咽喉科、眼科、泌尿器科、放射線診断科、放射線治療科、
歯科口腔外科、病理診断科

2022年4月  改訂2017年6月  改訂
2018年4月  改訂
2019年4月  改訂
2021年4月  改訂

2014年4月  初版
2015年4月  改訂
2016年4月  改訂
2017年4月  改訂

地域医療支援病院
地域がん診療連携拠点病院
救急告示病院（二次救急医療機関・松山市輪番制）
結核指定医療機関
第二種感染症指定医療機関
身体障害者福祉法指定医の配置されている医療機関
指定自立支援医療機関（育成医療・更生医療・精神通院医療）
指定小児慢性特定疾病医療機関
難病医療協力病院
肝疾患専門医療機関
母体保護法指定医の配置されている医療機関
母子保護法指定養育医療機関
地域周産期母子医療センター
助産施設指定病院
産科医療補償制度加入分娩機関
エイズ基幹診療協力病院
非血縁者間骨髄移植採取認定施設
非血縁者間末梢血幹細胞採取・移植認定施設
DPC対象病院

厚生労働省臨床研修指定病院（基幹型・協力型） 
愛媛大学医学部関連教育病院 
災害拠点病院（地域災害医療センター）
愛媛県原子力災害拠点病院 
被爆者一般疾病医療機関
愛媛県肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業指定医療機関
がんゲノム医療連携病院
脳死臓器提供施設
日本医療機能評価機構認定施設
人間ドック・健診施設機能評価認定施設
卒後臨床研修評価認定施設
日本静脈経腸栄養学会NST稼働施設
日本輸血・細胞治療学会輸血機能評価制度認証施設
マンモグラフィ検診施設・画像認定施設
乳房再建用インプラント実施施設
乳房再建用エキスパンダー実施施設
経カテーテル的大動脈弁置換術実施施設

沿革

日本産科婦人科内視鏡学会認定研修施設
日本耳鼻咽喉科学会専門医研修施設
日本眼科学会専門医制度研修施設
日本皮膚科学会認定専門医研修施設 
日本形成外科学会教育関連施設 
日本泌尿器科学会認定専門医教育施設 
日本医学放射線学会放射線科専門医総合修練機関 
日本麻酔科学会認定麻酔科認定病院 
日本ペインクリニック学会指定研修施設 
日本救急医学会専門研修連携施設 
日本リウマチ学会教育施設 
日本リハビリテーション医学会研修施設 
日本病理学会研修認定施設Ｂ 
日本臨床細胞学会認定施設 
日本口腔外科学会認定准研修施設 
人間ドック健診専門医制度研修施設
日本精神神経学会精神科専門医制度研修施設
日本胆道学会認定指導施設
日本脳神経血管内治療学会研修施設
日本内分泌学会認定教育施設
日本膵臓学会認定指導施設
日本女性医学学会専門医制度認定研修施設
日本超音波医学会認定超音波専門医研修基幹施設
日本小児外科学会教育関連施設B
日本総合病院精神医学会一般病院連携精神医学専門医研修施設
日本カプセル内視鏡学会指導施設
日本食道学会食道外科専門医準認定施設
日本婦人科腫瘍学会専門医制度指定修練施設

大正 2 年 4 月　日本赤十字社愛媛支部病院（60床）として開設（現在大街道3丁目、東雲学園）
大正 8 年 4 月　旧制松山中学校跡地（現在一番町４丁目）に新築移転（91床）
昭和12年12月　松山陸軍病院赤十字病院に指定され陸軍関係患者を収容（172床）
昭和18年 1 月　日本赤十字社愛媛支部病院を「松山赤十字病院」と改称
昭和20年 7 月　松山空襲により全焼のため、臨時設置として道後小学校等へ分散移転
昭和22年 9 月　松山市の都市計画により現在地に移転（100床）
昭和32年 9 月　総合病院の指定を受ける（400床）
昭和40年 7 月　救急告示病院の指定を受ける（640床）
昭和43年 7 月　臨床研修病院の指定を受ける
昭和47年 3 月　1号館竣工
昭和48年10月　愛媛大学医学部関連教育病院の指定を受ける
昭和52年 2 月　2号館竣工
昭和56年 4 月　3号館竣工（800床）
昭和56年10月　創立70周年記念並びに総合落成式を挙行
平成 4 年 3 月　病床数820床となる
平成 5 年 4 月　松山赤十字看護専門学校移転（清水町3丁目）
平成 8 年12月　結核病棟（20床）の廃止（800床）
平成 9 年 2 月　災害拠点病院に指定される
平成 9 年11月　地域医療連携室開設
　　　　　　　（財）日本医療機能評価機構より認定を受ける（一般B）
平成17年 5 月　地域医療支援病院の名称使用承認を受ける（745床）
平成18年 8 月　人間ドック・健診施設機能評価の認定を受ける
平成19年 1 月　地域がん診療連携拠点病院の指定を受ける
平成25年 1 月　電子カルテシステム導入
平成25年10月　創立100周年記念式典を挙行
平成26年10月　新病院建設事業 起工式を挙行
平成27年 2 月　院外処方開始
平成27年 4 月　北側立体駐車場運用開始
平成27年 8 月　病床数減床（681床）
平成29年 6 月　病床数減床（650床）
平成30年 1 月　北棟運用開始（632床）
平成30年 4 月　患者支援センター設置
平成31年 3 月　看護専門学校閉校
令和 3 年 3 月　南棟運用開始（病床数585床）

■患者の皆様の権利
私たちは、患者の皆様の権利を尊重した医療の提供に努めます。
1. 人権を尊重される権利
　一人の人間として、その人格、価値観などを尊重される権利があります。
2. プライバシーを保護される権利
　院内でのプライバシーが守られる権利、診療の過程で得られた個人情報の秘密が守られる権利があります。
3. 公平で最善の医療を受ける権利
　良質な医療を公平に受ける権利があります。
4. 医療に関して知る権利
診療に関して、理解しやすい言葉や方法で納得できるまで十分な説明と情報を受ける権利があります。また診療に関する
情報について聞かない権利もあります。
ご自分の診療記録（カルテ）の開示を求める権利があります。
5. 医療行為について選択し決定する権利
十分な説明と情報を受けたうえで、治療方法などを自らの意志で選択、または拒否する権利があります。
この病院以外での診療を希望する権利、他施設の医師の意見を聞く権利があります。（セカンドオピニオン）

 
■患者の皆様へのお願い
私たちが最善の医療を提供するために患者の皆様へご協力をお願いします。

1. ご自身の健康に関する情報をできるだけ正しく医療者に伝えて下さい。
2. 病院の規則や医療者の指示を守って下さい。
3. 医療人の育成にご協力をお願いします。

　当院は、医療職を目指す学生及び研修生等の実習受け入れ施設となっております。実習にあたり、実習指導者の責任のもと
に、患者の皆様の診療や療養の場に立ち合わせていただくことや、援助をさせていただくことがあります。その際は、患者の皆様
の尊厳を尊重し、秘密を守ります。実習内容によっては同意書を取らせていただく場合もございます。
　これらのことをご理解いただき、医療を通し、広く社会に貢献できる人材の育成にご協力をお願いします。


